
自治会連合会高坂丘陵支部 

【令和７年 ３月定例役員会 議事録】 

 

日 時：  令和７年３月１５日（土） 1１：30～：１3:00 

場 所：  丘陵市民活動センター 和室大広間 

出席者：  出席：22名  欠席： 7名 

議  事 
Ⅰ．東松山市、自治会連合会関係報告および丘陵支部関係行事 

 ・令和７年度自治連事業計画 

参院選、国勢調査、民生児童委員一斉改選等多くの行事がある中、協力願いたい。 

資料に基づき、事業計画案を説明。内容は 6年度と大きく変わらない。 

総会後の事例発表は「高坂丘陵ネット」に依頼。 自治会等交流会は継続予定。 

 

 ・令和７年度 ４、５月支部長会議等日程 

自治連支部長会議：資料に基づき説明。 

丘陵支部関係の今後の予定以下の通り。 

   ・３月２３日（日） 支部新旧役員会（10:00) 於：和室大広間 

    → 支部総会開催案内発出 

   ・４月１９日（土） 支部総会（10:00） 於：視聴覚ホール   

   ・４月１９日（土） 続いて、ハートピア協議会新旧委員会 

   ・５月１０日（土） ハートピア協議会総会 

   ・５月１０日（土） 続いて、社会福祉協議会高坂丘陵支部総会 

 

 ・令和７年国勢調査事務について 

資料に基づき説明。 

8月より事務活動開始。6月上旬に各自治会長宛調査員の推薦依頼文書が送付される。 

前回実績：調査員 18名  50～100世帯/１調査員担当 

 

Ⅱ．丘陵支部総会について 

  ・総会資料の確認について： 総会資料（案）は３月２３日の会議に使用 

  ・総会での役割 （受付、司会、書記） 

  ・総会終了後 資料の取扱いについて 

資料は丘陵センターに備え置きとする。この旨は回覧で周知する。 

丘陵ネットに資料掲載予定。 

 

Ⅲ．自由討議： 自治会等の現状や課題について、テーマを定めず話し合った 

以下、主な意見をテーマ毎に整理した。 

 

【自治会員減少について】 

・高齢化等に伴い会員減少傾向にある。班構成は変えず、２班から１名の班長を選出する方

法で対応（当初より班長は３名減となった）（白山松風台） 

 

【クリーンリーダーについて】 

・負担軽減策として、クリーンリーダーの登録はしない方向。丘陵地区は不法投棄、ゴミの分別



もしっかりしており、クリーンステーションの利用状況等を定例の役員会議において班長より

報告するように変える。（白山松風台） 

・クリーンリーダーは残すとする自治会もあり。 

 

【防犯灯関連】 

・防犯灯設置の制約等について情報共有した。（電柱の有無、灯間の距離５０m以上等） 

・蛍光灯時代より防犯灯の状況確認を続けているが、LEDになり見直したい。（旗立台南） 

 

【予算について】（夏祭り、スポーツイベント） 

・夏祭りの協賛金の増加は今後望めない。物価高騰もあり、現状のままでは繰越金は２年で無く

なる。今後、負担金の増額も必要では。 

・事業負担金（夏祭り、体育祭）をイベントに適宜配分できる仕組みにしてはどうか。 

・ハートピア協議会において、必要に応じ各イベントの予算配分を行えばよいのでは。 

 

【夏祭り関連】 

（運営について） 

・実行委員以外の応援要請は止める等見直をし、出来る範囲で運営を考えていく。 

・高齢化に伴い、作業内容の負担軽減、見直しも必要。 

・電気工事も人手不足等で、業者を探すのも苦労がある。 

（キッチンカー導入について） 

・キッチンカーの場を設けるするスペースは無い。各自治会テント内での置き換えとなる。 

・導入は自治会で企画し、支部はその是非を判断する。支部が導入を先導すべきではない。 

・導入により販売価格が高くなり、子ども達には利用しづらくなる。 

・導入に関する具体的な相談窓口はどこか？ → 商工会が妥当ではないか。  

 

【スポーツイベント関連】 

・ウォーキング主体への変更は好評価であるが、更なる継続に様々な提案が出た。 

・大岡地区のように、将来的な方策として桜山小との連携もあるのでは。 

・スリーデーマーチのプレイベントとしての位置づけで行う。 

・夏祭りとスポーツイベントを気候の良い１日にまとめて実施する。 

・他地区の実施状況も共有した。（大岡地区、松山地区、高坂地区等の状況） 

 

【防犯関連】 

・侵入事件の多発に伴い、連合会として事案の情報収集、防犯対策の行政への働きかけ等の

整理が出来ているか。 → 都度回覧や掲示板掲載で注意喚起を行っているが、情報収集

や統計的な整理は行っていない。別添資料：要望書により、東松山警察署長宛「パトロール

強化に関する要望書」を自治連丘陵支部として 10月 15日に提出と説明。また、情報収集に

ついては、「増加傾向にある」との言葉が得られるのみと説明があった。 

・防犯対策の各自治会の取組み 

・防犯旗を増設し抑止力を高めた。（松風台） 

・個人でパトロール意識を持つ （散歩時に積極的な声がけ等）（桜山台東） 

・防犯防災委員会：事業計画でビブスを購入し、ながら見守り（地区内の散歩など）時に着用

することを推奨していきたい。 

・防犯カメラ導入を検討している一部自治会もある。 

・「防犯カメラ等設置補助金について」要望書は、12月 9日市地域支援課に提出。回答は別

添 12月 23日付「要望書について」（回答）にて説明 

 

 

※現・新役員会 ３月 23日（日） 10:00～ 丘陵市民活動センター１F（和室大広間） 


